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妥=仙一仰)+ g(u， v). (1) 
ただし，h(り)はペンタノールの昇華を表す関数であり，例えば，h(り)= k1vとする.k1は単位時
間当たりの昇華率を表す.また，g(叫り)はペンタノール液滴から分子膜が供給される効果で
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ι(1l) = U1 + U2 -K 
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また，液滴の膜の厚さが十分薄い((}が十分小さい)と仮定することで次のようになる:




σ1.u = Tム1l+λ (t，x)ιDT n {u > O}ぅ (8) 
(9) TIマ7}.12-σ(川)2= R(v)ぅ (t，x)E DT n 8{u > O}. 
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ZM=生仰)= 0， x EθQ あるいは ~~(t ， x)=u(t， x)=O， xEぬ (14) θυ θη 
とする.ただし ηは00の外向き法線ベクトルである.初期条件は
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の最小化関数を許容空間
κv = ~ u E W1，2(f2， R)j 竺=0 あるいは u = 0 on飢 I 1.此=17} (17) 
l Vd> J0. J 
において探す数値計算方法を採用する.この計算手法においては体積保存条件を自然な形で満た
すことができる点に特徴がある.この計算手法を用いてモデル方程式(13)の数値計算を行った結
果，油滴の等速運動を再現することができた.さらに，まだ不完全ではあるが分裂現象も再現す
ることができた.
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